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要旨 

近年のグローバリゼーションやテクノロジーの普及によって，教師も学習者も映像リ

ソースにアクセスしやすくなった。日本語教育現場においても，映像作品は様々な学習目

的で使用されている。清水（2013）は映像リソースを使用した対話重視の授業において，

中国の大学に在籍する中上級学習者がどのような学びを創出し，教師は何をすべきかにつ

いて，協働学習の観点から分析した。学習者は仲間との対話を通し，「創造」へ向かう多様

な学びを経験していることが明らかになった。一方，馬（2014）は一歩進めて清水が実践

授業で導入しなかったメディア・リテラシー（以下，ML）理論を取り入れ，中国の大学に

在籍する日本語言語専攻の大学院生を対象に実践授業を行った。その結果，学習者は「対

等」な立場にいる仲間との総合的な対話を通して，作品に含まれたメディアの読み取りに

自分なりの意味づけを行い，映像作品を批判的に分析し，協働的な学びが得られたことを

報告している。このように，これまで中上級レベルの学習者を対象とした ML を取り入れた

映像作品使用の実践授業の報告はあるが，初中級日本語学習者を対象とした研究の蓄積は

乏しい。馬（2014）は今後の研究課題として，初中級日本語学習者を対象に実践授業を実

施し，その学びおよび課題を明らかにすることが急務であると指摘している。稿者は馬の

指摘を真剣に受け止め，他者と対等かつ双方向的なコミュニケーションをし，社会に参加

できるような日本語学習者および日本語使用者を育成できる教室活動を実践し，提案した

いと考えた。 

本研究は，メディア素材が使用した二つの活動を考察し、参加者（特に初中級レベルの

日本語学習者）がどのように（プロセス），何（プロダクト）を学んでいくかを検証するこ

とを目的とする。 

調査 1 では稿者は大学院の授業で『言語習得研究』という科目の中で行った「ヴァーチャ

ル映画討論会」に参加した学習者の学びを参加者全員（16 名）の振り返りレポートから分

析し，それに対する学習者の考えを把握し，その成果を実践ワークショップに生かした。

調査 2 では，在日中国人留学生 8 名（初中級学習者）を対象とし，ML を取り入れたワーク

ショップをデザインし，2016年 6月に日本で実施した。分析方法として、二つの活動の参

加者の対話と振り返りレポートのデータを質的分析で行った。 

分析結果から研究課題について以下のような結論が得られた。 

1）複言語でコミュニケーション能力―留学生と日本人大学生の協働的かつ多方向的に

参加し，有効性が示唆された。多言語の同時使用が認められる状況で、初中級日本語学習

者は限定的な日本語表現力であっても，日本語（L2）と中国語（L1）を使って＜言語の社

会化（language socialization）＞を達成し，自己有能感を感じ，言語使用アイデンティティ

に変容がもたらされたことは意義深い。 2）協働による学び―多様的文化，背景，経験や

知識を持った学習者たちが集まっている学習コミュニティであり，学習者同士が互いに学

び合い，他者との対話によってより深い理解が促進されたり，参加者が互いに学び合った

りして新たな創造的な対話と討論（池田他 2007）が実現したことが観察された。3）メディ

ア・リテラシーの養成―メディア・リソースの読み取りを通して，参加者は日本語の実際

使用に満足感と自己効力感を得、異文化理解・活用力を重視する活動が実現できたと言え

る。メディア・リソースの読み取りを通して，日本語の実際使用に満足感と自己効力感を

得た。多様性が広がり，メディアをクリティカルに読み解く能力や思考力に繋がったこと



2 
 

である。 

本研究では，映画の視聴後の対話において参加者が何を学んでいるか，その一端を明ら

かにすることができた。また，初中級日本語学習者を対象とするワークショップへの提案

をした。本研究の限界としては，参加者が全員同じ国籍，同じ母語であったことである。

研究対象者の種類と数を増やし，多様なデータを取る必要がある。ワークショップ形式の

活動が，長期的に参加者にどのよう影響を与えていくかを解明することも今後の課題とし

研究を深めていきたいと考える。本研究の意義は参加者の生のやり取り分析・考察し今後

の ML を取り入れた授業活動の設計および改善の一助となる点であると考える。 

 

がない。不透明な評価は人のやる気を失わせる上に，不公平感や信頼感を失うなどマイ

ナスの感情も職場に伝播させる。業績に影響を与えるのも時間の問題である。一方，公平

な評価は人のモチベーションを高め，さらに上のレベルを目指し，経営の安定という結果

になる。公正で納得性の高い評価が存在すれば，社員のモチベーションも維持し続けるこ

とができるである。 

ここまで見てきたような人事評価の重要性と評価制度の問題をすると，その問題にたい

して，どのような改善すれば，人事考課制度はより健全できるかは課題である。人事考課

制度が機能不全に陥る理由は何か，企業理念や行動指針と評価要素をどう連動させるか，

公平な評価運用をどう実現するか，私は 
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